
まちライブラリー＠大阪府立大学 第27回 Academic Cafe 

     30名（先着順。定員になり次第〆切。） 

           無料 

             「書物」「図書館」「書店」「喫茶店（カフェ）と書物」というテーマに沿った本。 
※テーマに沿った本以外でもオススメの本があればお持ちください。
※本を用いた自己紹介の時間があります。また、皆様がお持ちくださった本を集めてライブラリーの一角に コーナーを

作りますが、寄贈が難しい場合は当日に遠慮なくお伝えください。

               大阪府立大学 I-site なんば 3階 まちライブラリー＠大阪府立大学 
大阪府大阪市浪速区敷津東２丁目1番41号 南海なんば第１ビル 

           Ｅmail： acafe27@ao.osakafu-u.ac.jp (半角英数・第27回申込専用アドレス) にて受付

 <件名>第27回 書物  <本文>①氏名(ふりがな) ②携帯番号 を明記してください。 

               大阪府立大学 地域連携研究機構 地域連携室 まちライブラリー係 
 opu-lib@ao.osakafu-u.ac.jp (申込先アドレスとは異なりますのでご注意ください。) 

※お申込の際の個人情報は、申込後の事務連絡、統計資料等の作成及び本学公開講座等のご案内に使用いたします。利用目的以外の使用については、一切いたしません。

参加費 

定員 

持ち物 

開催場所 

申込方法 

主催・問合先 

 「大学は出たけれど」、行く当てもなく、アルバイトで生活をしていたころ、
唯一の贅沢は、白川疎水のそばにあった、ある喫茶店で本を読むことでし
た。何軒かあったお気に入りの古本屋で手に入れた本をもって、一杯の
コーヒーで本を読んでいました。

しばしの逡巡の後、大学院進学を決心してからは、読書が試験勉強に
変わりましたが、大学院に入るとまた、その喫茶店で本を読む生活が戻り
ました。ただ、その頃には、なじみになったマスターとの会話が時間の半分
以上を占めるようになっていました。それは、私の生活に図書館が登場す
るようになって、少しばかり書物との関係が変化したからかもしれません。 
 書物とのかかわりは一様ではありません。今回は、そうした書物とわたし
たちの文化や生活、そして政治との関係を、場所としての図書館や書店、
そしてカフェの側から考えてみたいと思います。 

書物のある風景
－ライブラリー、ブックショップ、そしてカフェ－ 

平成28年  9/2（金） 
18:30-20:30 受付は18:00-

日時 

まえがわ  まさゆき 

前川 真行 

大阪府立大学地域連携研究機構 
生涯教育センター 准教授 

<研究分野> 
思想史 

<研究テーマ> 
いわゆる現代思想のようなものをやろうと大学院に入りましたが、気
がついたら「社会的なもの」をめぐる思想の系譜というよく分からな
いものをやることになりました。最近は、都市と統治について考えて
います。何言ってるか分からないですね。 

カタリスト
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